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伊吹山に久々の大雪を降らせたこの冬

も終わりを告げ、日差しも暖かな春を

迎えました。

依然続くコロナ禍ですが、伊吹山の自

然の中で、密を避けながら、ゆっくり

と穏やかな時間を過ごしていただけれ

ばと思います。

伊吹山花だより 上野区：ユウスゲと貴重植物を守り育てる会

唇弁は蘭の花を思わせ花色が紫色なので紫蘭草が

転訛してキランソウに。地際に放射状にヘラ形の

葉を展開しそこから茎を伸ばす。別名に薬草由来

で、地獄の釜の蓋、医者殺しとも。

牧野富太郎が

1881年伊吹山

で見い出しこの

名に。石灰岩地

の湿った場所を

好む。葉が花期

に巻いているの

が特徴。側弁の

基部にも毛が密

生し、花色は淡

紫～白色。

イブキスミレ

（伊吹菫）

地下の鱗茎の姿

が栗の片割れに

似ることから和

名に。葉は２枚

で、花は茎頂に

１つ下向きで、

１時間で紅紫色

の花が反り返り

咲く。種子から

芽が出て花が咲

くまで８年。

カタクリ

（片栗)

早春雪解けの頃に開花する。名前の由来は、根

茎を乾燥させ黄連という生薬に、葉は芹に似、

小さいことから。花は白色で横向きにつく。

コセリバオウレン

（小芹葉黄連）

細くて辛い根を乾燥

させた生薬を細辛と

言い、葉が薄いので

この名に。２枚の葉

柄の間から柄を出し

暗褐色の花がつく。

萼片の先を摘まんだ

様に持ち上げる。

ウスバサイシン

（薄葉細辛)

葉は無柄で３枚

が輪生し深く欠

刻する。１つの

茎に白い花が２

輪咲くことが名

前の由来。実際

は１～４輪も。

春の訪れと本格

的な花のシーズ

ンを告げる。

ニリンソウ

（二輪草)

ユリ科で茎の先端に３枚の

葉を輪生し、中心から短い

花柄が伸び小さな花をつけ

る。民間薬の胃腸薬として

用いられてきて、症状が治

まり、命が長らえられたの

が名前の由来。

キランソウ

（金瘡小草)

ヒメカンアオイ

（姫寒葵)冬に葉が枯れず寒い時

期に花が咲き、フタバ

アオイの葉に似るのが

名前の由来。地際で柿

のヘタの様な小さな花

（萼片）を咲かせる。

小さな花なので稚児、ユリの花と構造が似ている

のが名前の由来。茎頂に１～２個の白色の花被片

６枚で斜め下を向いて咲く。

チゴユリ

（稚児百合)

ヒトリシズカ （一人静)

２対のつやのある葉が十字形に対生。その中心に

１本の花穂がつく。花は花弁も萼もないおしべだ

け目立つ。名前は静御前の舞姿を連想した。

イカリソウ

（碇草)

４枚ある花弁は細長い筒状で、先が尖る姿が船の

碇に似ているのが名前の由来。花は４枚ずつの萼

弁と花弁からなり、距が目立つ。花色は紅紫色、

白色、中間色と様々。

エンレイソウ

（延齢草)

ヤマエンゴサク

（山延胡索)

生薬の延胡索が名前の由来。花は総状花序に５

～１０個程の花をつける。花冠は、一方が唇形

のように開き、長い筒形の距がある。青紫色か

ら赤紫になる。

フデリンドウ

（筆竜胆)秋咲きのリンドウ

の仲間で、陽が射

すと花が開き、陰

ると閉じる。閉じ

た時の様子が筆の

毛先に似るのが名

前の由来。花は、

漏斗状の青紫の小

さな花を１～１０

個程つける。

アマナは球根を煮

て食べると甘味が

あるのが名の由来。

ヒロハノアマナは

葉の幅が広く中央

に白線があり、内

側に巻き込む3個の

包葉が特徴。環境

省絶滅危惧Ⅱ種

ヒロハノアマナ

（広葉の甘菜）

春の訪れをひっそりと告げる。日本固有種。春早く節分のころに咲くのが和

名に。石灰岩地を好む。純白の和紙のような５枚の花弁のように見えるのは

萼片。花弁は黄色の部分で、内部に青紫色の葯をつける。白・黄・青色の取

り合わせがが面白い。

セツブンソウ

(節分草)

初恋のような白さの
コセリバオウレン
気づかれぬよに小さく小さく

足元に伊吹菫は
ひっそりと
柔らかな色
柔らかな風

エイザンスミレ

（叡山董)
葉先が丸く海辺の弧状になった砂

浜の州に形が似てこの名に。早春

に咲き雪割草とも呼ばれる。

スハマソウ（州浜草)



地元住民が中心となってニホンジカの食害

と大雨被害による登山道補修などを行って

きた霊峰伊吹山の会がＮＰＯ法人となり、

今後も頑張って活動予定です。

ＨＰ：https://reihoibuki.jimdofree.com

来年の朝の連続テレビドラマは『らんまん』で、主人公は日本植物学の父・牧野富

太郎がモデルです。配役は神木隆之介。牧野富太郎は伊吹山が好きで、対山館を定

宿にして何度も採集に訪れ、伊吹山で採集した多くの植物に学名をつけました。

『写真でふりかえる伊吹山物語』を作るときに堀寛之さんから１点のアルバムが提

供され、この中に、「坂田郡教育会主催伊吹植物講習会記念写真」という集合写真

がありました。明治39年（1906）８月10日、場所は春照小学校講堂。写真には前後

七段にわたって、約130人が写っています。この写真の中央に黒のスーツと蝶ネク

タイの牧野富太郎が写っています。この伊吹山での講習会と採集会は、牧野が各地

でおこなった植物趣味の普及活動の最初期のものです。これから数回に分けて牧野

富太郎の伊吹山での足跡を紹介します。

会長 髙橋滝治郎 TEL 090-3286-8191

副会長 堀江 寛 TEL 0749-58-1323

ユウスゲと貴重植物を守り育てる会

４月から伊吹山３合目で毎月植物観察会開催！季節の花々をお楽しみに。

〇開催月日：４月２４日（日）、５月２２日（日）、６月２６日（日）、７月２４日（日）、８月２１日（日）、９月２５日（日） 〇定員：各回２０名

〇集合場所：伊吹山林道ゲート前（旧伊吹山ゴンドラ山麓乗り場前） 集合時間：１０：００ 解散：１２時半頃山麓で。

〇参加料金：５００円（入山協力金含む）

〇申込み：４、５，６，８，９月開催分は、本チラシの右下記載の「ユウスゲと貴重植物を守り育てる会」の会長または副会長まで電話してく

ださい。７月開催分は、後日案内予定の「ユウスゲまつり」へ参加申込みをしてください。

〇新型コロナウイルスの感染状況により中止となる場合もありますので、ご了承ください。

＊ 次の花々は、各月に見られる花の一部です。ただし、今年の気候の状況により見られない場合もあります。

イワツクバネウツギ

（岩衝羽根空木）

ササユリ（笹百合）

キバナカワラマツバ

（黄花河原松葉）

４月２４日（日）

６月２６日（日）

ルリトラノオ

（瑠璃虎の尾）

ユウスゲ

（夕菅）

７月２４日（日）

コオニユリ

（小鬼百合）

アヤメ（綾目）ヤブレガサ（破れ傘） ホタルカズラ（蛍蔓）

イブキトラノオ

（伊吹虎の尾）

ナルコユリ

（鳴子百合）

イブキフウロ（伊吹風露）

ワレモコウ

（我亦紅）

ツルボ（蔓穂）ネコハギ（猫萩）

イブキ

ボウフウ

（伊吹防風）

リンドウ

（竜胆）

９月２５日（日）

イブキトリカブト

（伊吹鳥兜）

エイザンスミレ

（叡山菫）

アマナ（甘菜） ５月２２日（日）

イワツクバネウツギ

（岩衝羽根空木） エビネ（海老根）

イブキシモツケ

（伊吹下野）

カラマツソウ（落葉松草） ササユリ（笹百合）

キセワタ

（着綿）

８月２１日（日）

ハクサンフウロ

（白山風露）

連載 牧野富太郎博士と伊吹山 その１

伊吹山を守る活動強化へ

NPO法人霊峰伊吹山の会設立

講習会記念写真（明治39年／春照小学校）
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